


平成30年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第２学年）


テーマ〖知る・見る・考える掃除〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市立第六中学校　








≪学習のねらい≫


　・自分たちの日常生活を見直す。


　・自分たちの生活環境を良くしていこうという意識を持つ。


　・掃除、その他の場面で、協力を実行する。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　10月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


�
『なぜ掃除をするのか考えよう』(ダスキン掃除教育カリキュラム)


・発問1「学校の掃除時間に何を考えながら掃除をしているか」…教師が指名して発問させる。


・富士山のゴミだらけの樹海の画像を見せる。�
・環境を汚すのもきれいにするのも、人であることをおさえる。


・キーワードは「健康」、「快適」、


「耐久」、「安全」の4つ�
�
２


�
『なぜ、掃除をするのか』


・グループになり➀「なぜ掃除が必要なのか」➁「掃除から身につけられるスキルは」➂「学校での掃除を完璧にするために大切なことは」の３観点について、話し合い、全体に発表する。


・班のメンバーが付箋を貼り終えたら、それぞれ意見をまとめて発表用の大きな紙にマジックで書く。


・自分達の班でまとめた内容を発表する。�
・➀～➂の題目につき、それぞれ２枚ずつ付箋を配り、個人の考えを書かす。（１つの観点で付箋２枚なので、合計６枚配布する）発表用の３つの観点が書かれた、大きな紙も配布する。


・「掃除とは」というのを３観点から導き出し班でまとめさせる。�
�
３


�
『実際に掃除をしてみよう』


・掃除の場所によって、掃除方法が異なることを実感するためにいろいろな掃除用具を使い汚れを落とす。


・１つの班に「乾いたぞうきん・濡れぞうきん・消しゴム・除光液・歯ブラシ・歯磨き粉・ペットボトル」が渡される。


・ペットボトルに落書きをし、渡された掃除用具を使いどれがよく汚れが落ちるか学ぶ。


・石鹸水をもらい自分の机を掃除する。�
・掃除方法によって汚れの落ち方が違うことを理解させる。


・どれが一番汚れが落ちるか考えさせてから、みんなで一緒に同じ道具から試す。


・汚れは落ちるが、歯磨き粉のように研磨剤が入っていると、傷がついてしまうということも学習させる。


・最後に石鹸水を渡し、自分の机を掃除させる。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　「ダスキン掃除教育カリキュラム」「なぜ掃除をするのか考えよう」進行ガイド


≪成果（児童・生徒の感想や反応　等）≫


　・各自、積極的な意見交換ができた。


　・掃除の仕方が変わり、自主的に美しくしようという生徒が増えた。


　・自分たちの生活を自分たちで作っていく意識を持つ生徒が出てきている。


　・








